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市民サービス削減の一方で市民のくらし

が大変なのに

府中駅前再開発は、現在店舗の取り壊しが

始まっていますが、保留床購入費、地下駐車

場建設など総額160億円の市税が投入されま
す。なかでも再開発ビル５,６階は、市民活

動拠点施設として取得費は60億円にもなりま

した。

党議員団は無駄遣

いの中止を求めてき

ましたが、昨年12月

議会で自民、公明、

民主などの賛成多数

で可決されました。

３
月
議
会
、
市
は
窓
口
の
手
数
料
、
文
化
セ
ン

タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
の
大
幅
値
上
げ
に

つ
な
が
る
「
手
数
料
・
使
用
料
の
見
直
し
方
針
」

（
案
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
登
録

団
体
も
減
免
の
見
直
し
で
無
料
か
ら
有
料
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
市
は
①
維
持
管
理
費
用
の
増
加

②
他
自
治
体
の
動
向
な
ど
を
あ
げ
、
見
直
し
た
と

し
て
い
ま
す
。

市
は
受
益
者
負
担
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
は
、
法
律
に
よ
っ

て
義
務
づ
け
ら
た
施
設
で
、
使
用
料
は
無
料
ま
た

は
低
料
金
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
が
様
々
な
活
動
に
利
用
す
る
公
共
施
設
に
、

民
間
施
設
と
同
じ
よ
う
な
、
受
益
者
負
担
と
い
っ

た
考
え
方
は
な
じ
ま
な
い
の
で
す
。

現
在
、
減
免
対
象
に
な
っ
て
い
る
登
録
団
体
は

学
習
分
野
で
１
，
０
８
９
、
体
育
３
８
３
、
自
治

会
４
０
５
、
老
人
ク
ラ
ブ
９
６
、
福
祉
団
体
８
３

団
体
な
ど
で
す
。
多
く
の
団
体
が
施
設
を
利
用
し

活
発
な
活
動
を
し
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
使
用
料
見
直
し

は
、
こ
う
し
た
活
動
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

市
長
が
掲
げ
る
「
市
民
協

働
」
に
反
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

働く人の賃金はこの15年間で平均70万円も減少。年金も引き下げられ、４月からは消費税の増税。市民のくらしは厳しさ

を増すばかりです。ところが府中市までが徹底した「行革」を推進、市民サービス削減が続いています。一方で今後８年間

に府中駅前再開発や新庁舎建設など、総額360億円の大規模事業が計画されています。

今後８年の間に府中市が計画している大規

模事業は、現在工事中の府中駅南口再開発

に160億円、総事業費150億円の新庁舎建設、

２万２千食のマンモス学校給食センター建

て替え50億円です。このまま進めたら短期

間に大規模事業が集中し、市民生活に大き

な影響を与えてしまいます。

一方府中市は「財政が厳しい」といって、
保育所民営化、人間ドックの負担増など徹

底した市民サービス削減を進めています。今

こそ市民生活を守るため、大規模事業の見

直しが必要です。中でも庁舎建設は、現敷地

を拡張しすべての庁舎を解体、全面建て替

える計画です。

党議員団は①敷地拡張は行わず、耐震基

準を満たしている北庁舎と耐震補強でまだ

利用できる東庁舎は残す②築50年で耐震不

足の西庁舎のみ早急に解体し、当面仮設庁

舎で対応。を提

案しています。

築年数がほぼ

同じ国分寺市で

は、解体後、財

政状況から仮庁

舎で業務を続け

ています。

府中駅前再開発ビル
5,6階の床購入に

財政が厳しいといいながら

今後８年間に の大規模事業

（国分寺市の仮庁舎）

市政、くらしなんでも気軽に

ご相談下さい。

府中駅南口第１地区
再開発完成予想図

全面建替計画
の現庁舎

360億円

60億円

日本共産党
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今
度
は
手
数
料
・
施
設
使
用
料
の
大
幅
値
上
げ
へ

公
共
施
設
の
使
用
料
に

受
益
者
負
担
は
な
じ
み
ま
せ
ん

施
設
の
使
用
料
見
直
し
は

高
野
市
政
が
進
め
る
「
協
働
」
に
反
し
ま
せ
ん
か（地域の文化センター）



●  1978年 宮城県沖地震

●  1995年 阪神淡路大震災 

◎ 2000年  建築 基 準法

          および施行令改訂

●  2004年 新潟中越地震

○2005年 建築基準法改正

↓

新
耐
震
基
準

◎ 1981年  建築 基 準法 改 訂     

旧
基
準
↑

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
今

年
改
訂
さ
れ
た
府
中
市
地
域
防
災
計
画

を
踏
ま
え
て
、
減
災
・
被
害
軽
減
策
の

中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
る
住
宅
耐
震
化

の
促
進
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
赤
野
議

員
は
こ
れ
ま
で
も
機
会
を
と
ら
え
て
、

旧
耐
震
基
準
（
１
９
８
１
年
以
前
）
の

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
の
た
め
に
、
市

の
側
か
ら
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
を
能

動
的
に
行
う
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
よ
う
や
く
新
年
度
か
ら
耐
震
促

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
屋

台
帳
か
ら
旧
耐
震
住
宅
の
所
有
者
全
て

市民要求実現に全力 日本共産党市議団の一般質問から

介
護
保
険
制
度
は
、
来
年
４
月
か
ら

の
見
直
し
に
向
け
、
医
療
と
介
護
を
一

本
化
し
病
床
削
減
や
介
護
保
険
大
改
悪

が
盛
り
こ
ま
れ
た
「
医
療
・
介
護
総
合

推
進
法
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
で

成
立
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
主
な
改
定
は
、
「
要
支
援
者
」

へ
の
訪
問
・
通
所
介
護
を
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
か
ら
外
し
市
町
村
事
業
に
移
行
②

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
原
則
「
要
介

護
３
以
上
」
③
利
用
料
の
自
己
負
担
を

二
割
に
（
年
間
所
得
１
６
０
万
円
、
年

金
収
入
の
み
２
８
０
万
円
以
上
）
な
ど

制
度
発
足
以
来
の
大
改
悪
で
す
。

答
弁
に
よ
る
と
、
府
中
市
で
は
全
体

の
対
象
者
数
は
9
1
4
8
人
で
、
そ
の

う
ち
要
支
援
１
，
２
あ
わ
せ
て
約
2
4

0
0
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
4
人
に
1
人
が
対
象
外
に
。

す
で
に
、
要
支
援
１
，
２
で
は
特
養
ホ
ー

ム
入
所
は
０
人
。
ま
た
、
利
用
料
１
割

か
ら
２
割
へ
の
負
担
増
が
予
測
さ
れ
る

の
は
1
3
0
0
人
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
改
革
に
つ
い
て
市
長
見
解
は

「
高
齢
者
人
口
の

増
加
が
予
測
さ
れ

る
中
、
持
続
可
能

な
介
護
保
険
の
構

築
に

努
め

る
」

「
国
の
動
き
に
的

確
に
対
応
す
る
た

め
、
市
民
に
も
説
明
し
て
い
く
」
旨
の

答
弁
で
し
た
。
服
部
議
員
は
「
国
に
撤

回
を
求
め
る
べ
き
」
と
質
し
た
と
こ
ろ

「
必
要
な
見
直
し
で
あ
る
」
と
い
う
態

度
で
し
た
。

今
回
の
改
定
で
、
要
支
援
者
に
対
す

る
予
防
給
付
を
担
う
の
は
「
地
域
支
援

事
業
」
で
す
。
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
に
な
っ
て
お
り
、
改
定
で
は
３
〜
４

％
以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
費
用

を
削
減
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

企
業
の
活
用
も
可
能
で
す
。
現
在
の
介

護
報
酬
以
下
の
単
価
を
求
め
ら
れ
、
事

業
所
は
減
収
と
な
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

ま
す
。
ま
た
自
治
体
は
、
持
ち
出
し
で

別
建
て
の
サ
ー
ビ
ス
で
維
持
す
る
と
過

大
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
答
弁
で
は

「
受
け
皿
を
確
保
し
な
が
ら
段
階
的
に

移
行
さ
せ
る
」
と
い
い
ま
す
。

受
け
皿
と
な
る
の
が
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
介
護
保
険
と
医

療
制
度
を
一
体
的
に
改
革
、
入
院
日
数

を
限
定
し
在
宅
に
高
齢
者
を
追
い
や
り

ま
す
。
受
け
皿
と
し
て
、
準
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
24
時
間
対
応
の
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
等
の
目
標
値

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
ゼ

ロ
で
こ
う
い
う
と
こ
ろ
こ
そ
、
財
政
的

支
援
を
含
め
国
に
声
を
あ
げ
て
い
く
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

目
黒
議
員
は
こ
の
間
、
市
民
生
活
を

守
る
立
場
か
ら
市
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

12
月
議
会
で
市
は
、
新
「
府
中
市
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
（
案
）
と

「
基
金
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
今
後
も
財
源
不
足
が
予
想

さ
れ
る
と
し
て
、
引
き
続
き
利
子
運
用

基
金
の
取
り
崩
し
を
す
る
一
方
、
庁
舎

建
設
基
金
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
積
み

立
て
を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
「
行
革
プ
ラ
ン
」
で
は
「
財
源

不
足
」
対
策
と
し
て
歳
出
抑
制
、
受
益

者
負
担
の
見
直
し
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
目
黒
議
員
は
、
①
基
金

計
画
は
庁
舎
建
設
に
特
化
し
す
ぎ
て
い

な
い
か
②
「
行
革
プ
ラ
ン
」
で
示
さ
れ

た
大
規
模
事
業
の
事
業
費
と
財
源
を
示

せ
③
「
行
革
プ
ラ
ン
」
は
大
規
模
事
業

の
た
め
の
財
源
づ
く
り
か
、
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
①
庁
舎
建
設
は
次
期
総
合

計
画
の
重
点
ℓ
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
②
29
年
度
ま
で
の
財
源
は
３
大
事

業
合
計
で
基
金
71
億
円
、
市
債
72
億
円

③
大
規
模
事
業
の
財
源
確
保
は
、
市
財

政
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
す
す
め
て

い
る
。
さ
ら
に
「
行
革
プ
ラ
ン
」
は
財

源
不
足
対
策
で
あ
る
、
と
の
見
解
で
し

た
。答

弁
を
受
け
目
黒
議
員
は
、
市
財
政

に
影
響
与
え
な
い
と
い
っ
て
も
、
大
規

模
事
業
に
充
て
る
基
金
の
積
立
そ
の
も

の
が
、
す
で
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、

と
主
張
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
債
を
活
用
す
る
と
い
う

が
、
市
債
は
29
年
度
以
降
も
含
め
再
開

発
で
66
億
円
、
庁
舎
建
設
で
75
億
円
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
31
億
円
、
合
計

１
７
０
億
円
。
結
果
、
年
10
億
円
以
上

の
返
済
を
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
う
ち
庁
舎
分

は
約
５
億
円
に
な

り
、
大
き
な
負
担

に
な
る
と
指
摘
し

ま
し
た

そ
の
上
で
、
先

に
出
さ
れ
た
「
行
財
政
改
革
検
討
協
議

会
」
か
ら
の
報
告
書
で
「
市
庁
舎
と
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、
府
中
駅
南

口
再
開
発
の
施
設
整
備
を
一
時
期
に
実

施
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
財
政
運
営

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
市
は
、
検
討
協
議
会
の
指
摘

に
応
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
、
と
市
の

姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
悪
に
よ
る
影
響
と
市
の
対
応
は

服
部
ひ
と
み
議
員

三
大
事
業
は
市
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
見
直
し
の
検
討
を

目
黒
重
夫
議
員

法 律 相 談
４月８日（火）午後３時
５月13日（火）午後３時
市役所共産党控室にて

連絡は364-6590（議員控室）

または各市議宅へ

に
対
し
て
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

し
、
希
望
者
に
簡
易
耐
震
診
断
と
そ
の

後
の
耐
震
化
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
事
業
で
す
。
対
象
件
数
は
国
統

計
か
ら
１
万
戸
と
推
測
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
初
年
度
は
２
０
０
件
程
度
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
見
込
む
と
の
こ

と
で
す
。
赤
野
議
員
は
、
耐
震
化
促
進

に
有
効
と
評
価
し
た
上
で
、
融
資
や
助

成
制
度
な
ど

に
つ
い
て
効

果
的
な
提
案

が
で
き
る
よ

う
に
求
め
ま

し
た
。
新
年

度
は
こ
の
新

事
業
と
と
も

に
、
こ
れ
も
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い

た
、
耐
震
診
断
は
し
た
が
耐
震
化
に
踏

み
切
れ
て
い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
も
行
わ
れ
ま
す
。

赤
野
議
員
は
さ
ら
に
、
２
０
０
０
年

の
建
築
基
準
法
の
改
定
で
、
筋
交
い
な

ど
の
接
合
部
へ
の
継
ぎ
手
金
具
の
明
確

化
や
体
力
壁
配
置
規
定
の
整
備
な
ど
、

重
要
な
修
正
が
さ
れ
た
問
題
も
取
り
上

げ
、
こ
の
２
０
０
０
年
基
準
を
満
足
し

て
い
な
い
建
物
が
あ
り
、
注
意
喚
起
を

行
う
よ
う
に
求
め
ま
し
た(

下
図
参
照)

。

市
は
、
策
定
予
定
の
新
耐
震
改
修
促
進

計
画
で
取
り
込
め
る
か
検
討
を
す
る
と

の
答
弁
で
し
た
。

赤
野
議
員
は
最
後
に
、
費
用
負
担
や

住
宅
の
継
承
の
問
題
な
ど
で
改
修
や
改

築
が
進
ま
な
い
事
情
も
あ
り
、
行
政
が

中
心
に
座
っ
て
、
市
民
の
安
全
と
財
産

を
守
る
こ
と
に
更
に
力
を
尽
く
す
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。

住
宅
耐
震
改
修
の
促
進
を赤

野
秀
二
議
員


